
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

上越市家庭教育支援チーム 

 （呼称：上越おやこ劇場） 

 URL：https://ameblo.jp/oyageki/ 

 

②活動拠点 上越おやこ劇場事務所、市民交流施設オーレンプラザ 

③活動範囲 上越市内全域 

④組織体制 

 

  ２４ 人（うち事務局４人） 

※会員は、令和 7 年１月現在 133 人 

 

 

⑤活動開始年度 昭和 63 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

上越おやこ劇場 

（TEL）080-5185-6033  （E-mail）joyakogkj@gmail.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☐保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://ameblo.jp/oyageki/
mailto:joyakogkj@gmail.com


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

「～どの子も豊かな子ども時代をすごすために～」を活動方針に掲げ、親子

が共に考え、育み、成長することを目的に活動している。地域の保護者や子

どもが誰でも参加できる活動では、子どもたちが「やりたいことを実現する楽

しさを体験させる場」として、以下のような活動等を行っている。 

○ いち・に・さんぽ会 （対象：未就園児） 

月１回、親子で季節に応じた外遊びを楽しむ場を提供している。 

○ あそびば （対象：全年齢） 

年４回、親子が一緒に楽しめるような遊びを行い、親子活動の楽しさを体

験できる機会を提供する。キャンプ場での火起こし体験、コマやけん玉など

の昔遊びも取り入れるなど、大人も一緒に楽しめるプログラムとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

活動への参加がきっかけとなって、気軽に話ができる仲間が増えたり、先輩

ママに悩みを打ち明けたりできる居場所をつくることが出来た。子どもたちに

は野外での火起こしなど、家庭ではなかなか出来ない体験活動を提供出来

た。 

上越おやこ劇場のブログ https://ameblo.jp/oyageki/ 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 

https://ameblo.jp/oyageki/

